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１．問題の所在 

 空間認識とシティズンシップの関係性に注目が

集まっている（Shin & Bednarz eds.，2018）。 

日本において，空間認識の研究は多様な分野で

行われているが，共通理解は図られていない。学

際的・国際的な研究を進めていくために，先行研

究の共通点や相違点を明らかにし，議論のプラッ

トホームを構築する必要がある。また，シティズ

ンシップに関わる先行研究は，政治教育（社会教

育・学校教育）の文脈で議論が行われている。例

えば，池野（2014）に詳しい。社会科教育の目標

には，公民的資質として，シティズンシップが内

包されている。シティズンシップの育成と切り離

される傾向にある「地理（空間）」に注目して，そ

の関係性を明らかにしていくことが求められる。  

本発表では，国内の先行研究について，包括的

にレビューし，空間認識形成を通したシティズン

シップの育成は，どこでどのように論じられてき

たかを明らかにする。これによって，初等・中等

教育の学習指導のあり方に示唆を得たい。 

２．研究の方法 

本研究では，文献レビュー（質的）の手法を採

る。具体的な手続きは，大木（2013）を参照した。 

第 1に，発表者で協議の上，キーワードの選定

と定義をおこなった。キーワードは，「空間AND

教育」である。また，「地域」「認識」「認知」「学

習」「授業」等のキーワードを補足的に使用した。

第 2に，キーワードに基づきインターネット検索

をした。論文・記事は，国立情報学研究所のCiNii 

Articles（https://ci.nii.ac.jp/）を用いた。10290

件（8月 2日現在）が該当した。書籍は，国立国

会図書館サーチ（https://iss.ndl.go.jp/）を用いた。

第 3に，分析の候補となる文献のデータベースを

作成した。タイトルおよび内容において，上述の

キーワードが含まれるものに限定をかけた。第 4

に，各文献がどのような分野（視点）で議論され

ているかを整理した。第 5に，シティズンシップ

（公民的資質・市民性）の育成を念頭に置いた文

献を選定し，内容分析をおこなった。どのような

目的で，何が主張されているかに注目した。 

３．結果と考察 

分析の結果，①情報系あるいは工学（土木）・

建築学の関連学会が多いこと，②初等・中等教育

では，1950年代から教育学・心理学の関連学会で

議論がされていること，③教科教育では，社会，

理科，生活，数学，国語，家庭，美術，音楽の視

点が多いこと，④空間認識と結びつく語として，

「教材」「地図」「発達」があることが明らかにな

った。初等・中等教育の事例を中心に報告する。 
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